
飛散性アスベスト廃棄物（廃石綿等）の処理状況（平成 18 年度実績） 
 
 平成 19 年８月２日付け「廃石綿等の処理状況調査について」にて、各都道府県・各政令

市に調査依頼した結果をとりまとめたところ、平成 18 年度の廃石綿等の処理量は、71,861

トンであった。うち、二重こん包又は固型化した上での埋立処分が 66,881 トン、溶融

処理が 4,980 トンであった。 

単位：トン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブロック別処理量                                                    単位：トン 

ブロック名 最終処分量 溶融処理量 

北海道区域 ２，１４６ ０   

東北区域 ４，９１０ ４１２   

関東区域 １１，２２９ ３，３７９   

中部区域 ２７，７８５ ０   

近畿区域 ５，６２０ ８４   

中国四国区域 １１，４１６ １,０８３   

九州区域 ４，７４２ ２２   

計 ６７，８４８ ４，９８０  

 
ブロック別処理業者数                                                    

ブロック名 最終処分 溶融処理 

北海道区域       ９ ０    
東北区域      １０ ２    
関東区域       ６ ６    
中部区域       ８ ０    
近畿区域       ４ １    

中国四国区域      １３ ３    
九州区域      １０ １    

計   ６０ １３    

排出量 

71,861 

二重こん包又は固型化 

66,881 

管理型最終処分場 

67,588 

安定型最終処分場 

259 

溶融スラグの 

再生利用 

4,014 

溶融処理 

4,980 



 


